







































































































































































































































図 3-3-2設立時と 2010年 3月現在の資本金額 (業種別)





















































表 8-2-3研究者 (40代以上)がベンチャー活動で感じている効果 (抜粋)日日.HHH79
図 8-2-4所属機関での産学連携等に対する評価
















図 10-1-1直近 1年間の財務状況 (回答分布)
図 10-1-2直近 1年間の財務状況 (平均値)
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◆ さらにバイオベンチャー は特許出願経験のあるベンチャー のうち､海外出願(86.0%)､審査請求
(80.0%)､ライセンシング経験(52.0%)のあるベンチャー も他業種に比べて多く､特許関連費用の
捻出はとりわけ大きな課題と認識されている(図9-2-3,9-2-4).





































































































































































































(樵)つくばウエルネスリサーチ 筑波大学 2002年 7 9,263万円 36名 健康増進事業に関するコンサルティング､事業推進支援､個別健康支援プログラム提供
(樵 )ソフトイーサ 筑波大学 2004年 4月4430万円 10名 ネットワ-ク通信Hセキュリティソフトウエア製品およびハードウエア製品の研究開発業務
セルメディシン(樵 ) 理化学研究所/筑波大学 2001年 7 ~ほ06万円 目名 自家がんワクチンによるがん免疫治療
(樵)ア.アトムテクノル近大 近畿大学 2005年 4月1200万円 6名 原子力､放射線を活用した研究開発業務
(樵 )ア-マリン近大 近畿大学 2003年2月 1000万円 8名 養殖魚の販売
(秩)メムス暮コア 東北大学 2001年12月 6000万円 32名 MEMSの設計.開発､試作及び製造
(樵 )サイバーソリューションズ 東北大学 1997年 8月7000万円 2一名 ネットワ-ク運用.管理,セキュリティに関する研究開発､ソフトウェア開発､その商品化及び販売
(樵)セルシード 東京女子医科大学 2001年 5月3日意4805万円 68名 細胞シ-トを利用した再生医療事業
エリ-パワー (秩) 慶雁義塾大学 2006年 9月65億2,74一万円 749名 大型リチウムイオン電池及び蓄電システムの開発.製造
スパイバ- (秩) 慶鷹義塾大学 2007年 り意7.505万円 19名 夏霊宝等 警 i諾 クモ香炉 発事業､D"A情報記録技術を用いた
ヒューマン.メタボローム .テクノ口 慶鷹義塾大学 2003年 7月5億600万円 48名 創薬暮診断技術開発支援事業､発酵N食品生産技術開発および機能性
ジ-ズ(樵) 食品開発支援事業










































































文部科学省研究振興局 研究環境 ･産業連携課 技術移転推進室
(事務局)











了､こ了㌦ 下･､＼､･つ十 ㌦ ･､ヾ･~∴ J ＼､＼㍉ ㍉ ミ.闇 IS-{＼
華アンケート回答企業 大学等向け調査で判明したvB実敬
､＼ アンケー ト回答企業 大学等向け妨登で判明したVB実数
設立年度 社数 鶴 社数 %
9ー94以前 15 2.5% 47 2.2%
9ー95 5 0.Bob 9 0.4%
9ー96 2 0.3% 22 1.0%
9ー97 8 1.3口.○ 37 1.7㌔
9ー98 14 2.3% 46 2.2%
9ー99 19 3.2% 100 4.7%
2000 31 5.2% 164 7.7%
2001 42 7.0% 184 8.7%
2002 50 8.4% 210 9.9%
2OO3 60 10.1㌔ 246 ll.6%
2004 83 13_9% 272 l2.8qD
2005 78 3ー.1% 274 12.9%
2006 76 2ー.7% 226 10.7%
2807 65 10_9% 174 8_2%
2808 40 6_7% 97 4_6%
不明 9 l.5% 9 0.4qb
5971 100_0% 2日7I 700_0%
(注1)設立年度は当該年の4月から翌年 3月までとして集計｡
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図 3-3-2 設立時と2010年 3月現在の資本金額(業種別)
(か金額分布
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図 3-3-3 2010年 3月現在の資本金額(設立年数別)
設立から3年以内(N-176)-5年l=60020411 上t 43) 0∫ l■』{ {■■ l l %
■lp･智T.､i:I? 31;8%- . 3rJr. 13.1% EEEl 6.3%
I
..二上-21.3% 33.8 20.6% - I…■■113%
J1-.1 こー~二七=r蓋こきm ヨ讃一.'h湖 24.0% 17.2% 21.6l2- 20.6%
-▼●'. 23.3% 27.9%









図 3-3-4 設立時の資金源(上位 3項目:資本金額別)
(む平均点
2,521.10 0㌔ ♂尋~300万-1億了 l■ ｢■I
_■ Ⅰ
m ｢1 .J -】
.〆 予.lNC@T' 〆 ♂ ♂
円以下(N=1C.C.) ■-1C.00万円(N-14?.) I～3.300万円(N-87)
(診出資構成 1位のみ




















































































業種全体 医薬品､医療に係る製造業(N=42) その他製造業 情報通信業 医療業､医薬品製造 療行為に係るサービス業(N=37) 技術に関連したサービス業(N=ー05) その他サービ その他
(N=472) (N=147) (N=77) ス業(N=39) (N=25)
1年以内 43.4% 9ー.0% 38.8% 45.5% 67.6% 43.8% 48.7% 60.0%
1年 23.3% 23.8% 25.9% 24.7% 10.8% 26.7% 12.8% 24.Oro
2年 12.3% 14.3,i 10.9% ll.7% 10.8% 12.4% 20.5% 8.0%
3年 7.Orl 4ー.3,i 8.2% 6.5% 0.0% 5_7% 10_3yo 0.0%
4年 4.01i 7.1% 6.一% 2.6% 2.7% 2.9% 2.6Yl 0.0%
5年 3.6% 9.5% 3.4,i 3.9% 2.7% 1.0% 5.1ro 4.0%
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No ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢 きま区分
1 企業側の視点で研究開発を意喜鼓し､また､性能機能面においても介糞法定を事捜した研究 公 50代 工学
盟盈互生と星での実施を心がける様になった○ 立大早2 経済原論および経済システム論が研究領域であったが､経営コンサルティングを通じて､自 社会分の研究の正当作が妾務面で宴証されたことで_自分の研究の具体的意義を実感できた○ 科学
3 社会的ニーズがよく理解出来るようになった○ 国立大学 60代以上 工学
4 社会的ニーズの把握が的確になった○ 工学
5 社会史三二墓室知ることができ､研究に反映できることがよかつた○ 50代 工学
6 社会に直接役立てる研究の重要性を再認識し､そのことを常に心がけて実践し､成果も上げつつある○ 30代 その他
7 関連産業.事業者との連携が生まれる点がよかつた○ 工学
8 さまざまな人との交流があり､盈監盤広也 ､研究や教育にはずみがついた○ 50代 その他


















19 実用化を目指したため､社会との措点がより面接的かつ強力になったO 独汰20 社会における自身の研費の位置づけがP.梶できるようになった○
60
②出口を意識した研究の実施､実用化の場
～l● ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢 学位区分
1 実用化を目指した研賓の遂行方法が明確になった 私立大学 60代以上 保健
2 以前より事業化を意治した特許出願や研究開発を行うようになったo 工学i





7 自分の研究成果を具体的に実用化する場を得ることができた○ 独法 40代
③アカデミックな研究への効果










7 (ビジネスとして)多数の(農作物の)株を栽培し､規堤で事象を直轄観察することによって_ 国立 50代 農学
61
④学生やボスドゥへの効果(教育や就職面)
No ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢 学位区分




3 マネジメント工学コ-スを担当しており､学生には効果的な教育の場を与えられると考えている○ 国立大学 50代 工学




6 学生が就職する際の介業選択に役立ったO 40代 農 学7 夢を持つようになった○ 工
8 学生に､研究に極めて関係の深い職種のアルバイトを提供できたo 国 理学





lNO ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢 tFl二一
1 知財に関する関心が高まり､大学の発明委員会の委員になり､一層発明に対する関心が増 私立 50代 保健
した○ 大学
⑥ビジネスセンスの習得の機会
lNO ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢 学位区分
1 ビジネスセンスが身についたoまたビジネスに関連する交流が深くなった○ 公立大学 40代 工学
2 企業としての考え方が理解でき､研究についてより広い視野を持つことができたo 国立大 30代
3 実学としての知識を再確認できると同時にコスト意喜豊が芽生えたo 不明 不明
4 自身は大学を退職後にベンチャー に関わつたが､大学職員の時の世間の捕らえ方と､ビジネ 40代 工学
スマンとしての捕らえ方とは､全く異なっていることに気づくことができたo大学職員の考え方 早
のままでは､ビジネスの世界で生きていくことは困難であると思うo
5 ものの値段の決まり方がわかり､大変勉強になった○ 独法 理学
62
⑦達成感
No ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢 P:一二




2 大学教員としては経験のできない有益な知識と経験を積めたと感じている○ 国立大学 保健
3 ベンチャー 活動に参加してよかつたと考えているo少なくとも､過去の研究成果が学会分野で 独 60代 哩学
多少なりと役に立っていると考えられ､所属機関退職後のやりがいを感じているo 法 以上
No ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢 FTl∫




4 私立大学が今後ベンチャー 企業の設立などを通じて社会貢献していかなければならないこと 私
を強く感じ､また､勤務する大学には貢献していると自負している○ボスドゥなど若手人材の育 _リ_大学
⑨大学等への貢献
No - ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢■■喜古区分




No ベンチャー活動に参加したことによって感じる効果 所属 年齢 区分a







































































































































































































































































































































































































































































































1 本務である大学教授とベンチヤ-の経営者との兼業であるために_絶対的な晴間の制限がある○ 公 50代 工学大学の講義､研究指導をしながら､幸,i-Lて晴間外に研密開発業籍を行っている○これはかなりの 立過剰労働でもあり_体がもたないoLかし､ものづくりベンチヤ-を成功させるという使金盛を達し 大
努力を続けているo 早
2 時間的制約の下で大学での職務と会社の両立を図ることは容易ではないO 私 60代以上 社会科学
3 時間的な制約があり､営業活動ができないO 理学
4 ベンチャー 活動にあてる時間の確保が困難o 工学
5 教育研究に割く晴間の確保が閑雛なことはあるo特に､経営者として､社会的責任､社員に対する生活保障､など悩ましい問題を抱えていて､途中で放棄したくなる(研究教育活動に専念したくな
ることがある)○ 立大学6 ベンチャー を立ち上げても資金調達と会社の運営は教職員ではBi盟也上三盆聖があるのでこの辺 保健をサポートする体制が必要である○









12 大学の教員としては､現在は多忙すぎて､ベンチャー 企業には手が回らない○私のように退職後 60代以上 理学
(2)教職員の職務とベンチャー 業務の両立､利益相反
～■● 大学等の教職員としてベンチャー 活動を進める際に感じる障害､問題点 所属 年齢 弓E3こ書l二一
1 利恭相反状態にならないように大学と企業の活動に気を配ったo 公立大学 50代 ≡里早
2 教育活動がおろそかになることを懸念しているo 60代以上 農早
3 ビジネスパーソンと教育者との利益相反が完全には克服できないo 国立大学 工辛




～■● 大学等の数枚鼻としてベンチャー活動を進める際に感じる障害､問題点 iJ1!二: -.i.:.A, 学位区分
1 大学や関連機関の対応が画一的で_民間介業には全くなじまないo資金などよL)も大学利用に関 国立大学 60代以上 工学
する規制をなくすほうがずつと効果が大きいo
2 大学は法人格を有しながら､単一の企業との契約において信用されないか､手続きを面倒がられ 保健るo関与の割に権利ばかりあるo
3 おそらく日本中の国公立大学がそうだと思うが､規程に繕られるので_介業としての自由度が下が 50代 工学る場合があるo
4 初めの兼業申請晴の手続きの煩雑さが課題○ 農学








No 大学等の教職員としてベンチャー活動を進める際に感じる障害､問題点 iL1〔~≡. 年齢 喜ヨ区分


























9 大学内での共感_青棒が/少ないハ 60代以上 社会科学
10教職員の多くがベンチャー 活動に反発しており∴舌動を進める教職昌は教職活動以外の晴間を活用する必要から_怯力的にも_経済的にもメリ､ソトは感じなかったo教員にとつては負荷が多すぎ､個人的なメリットは何もなかったo 公 工学
82
(5)大学等の支援不足
NO 大学等の教鞍鼻としてベンチヤ-活動を進める際に感じる障害､間堰点 iJ1L. 主音.l', 学位区分
1 資金の確保が課題であるO大学サポートが不岸している○ 国立大辛 40代 保健
(他類似の意見として公立大学40代(工学)より1件)
2 ベンチャー 設立時に､最初は､大学からの資金面での盲揺有期律Lたが_これは不可能だった.こ 60代以上 理学
のあたりを今後､うまくまわるようにするといいと思う○
3 大学発のベンチャー は､軌道に乗るまで大学や公的機関からの経済的な支援が必要である○ 私立 工学






5 大学がきっちりと位置付けて､さまざまな事業を共同で進めるということができていないことが問題 国立 60代以上 理学
であるoベンチャー の立ち上げ時は部屋を安く貸してくれたが､一番苦Lい3-5fE日など以降のベ
ンチャー をつぶさずに発展させ大学と共存美果するという視点がないo




～■● 大学等の教頼長としてベンチャー活動を進める際に感じる障害､間温点 所属 年齢 学位区分
1 資金繰りが大変である○ 高辛 60代以上 工学
2 研究資金の獲得､自分の給料の獲得方法(大学からは給料がまったくでない)が課題o 私立大早 保健
3 資金確保のためのビジネスに煽られ､落ち着いて研究開発ができない難点があるo 独法
4 投資を受けるのが容易でないOベンチャー キャピタルなどの投資が受けられないO 公 30代








9 ベンチャー 企業には開発資金が足りないO支援を必要とする0人.物.金.ブランドのなさがベン 保健チャー 活動の足を引くo
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(7)人材不足(経営者､営業等)
1 現在経営責任者となっているが､経営の素人が就くべき職ではないことを痛感しているO盈呈上立至 国 60代以上 保健
きればその道のプロにお任せした末がよいと思うo 立大学2 利益を出すのがこれほど大変と思わなかったo 工学
(他類似の意見として私立大学60代以上(工学)より1件)
3 経営のプロではないので､経営面で粁余曲折があったo 独法 50代 保健
4 同僚や他大学の教員が役員等への就任を打診してきたり､企業研究への参画を希望してくるが､ 私 40代 農学
そのような方ほど企業センスが無く対応に困ったことがあるo 立大早
5 具体的製品に対応するには大学院生では対応不可能であり､ある精度仕事を任せられる人材の 60代以上 工 学
鐘塩が問題である○
6 研究面や技術面は別として､困ったのは営業担当の社員の確保であったし､現状でも互鑑査皇蓋 国立 理学
(8)大学等における評価
1 大学では教育が最も重視されており､論文での評価もあるoベンチャー 活動に対する評価はイ氏 私立 60代 保健
い∩評価システムに問是頁があるO 大辛 以上
2 大学が｢地域貢献｣を標榛しているが､学内業務も忙しく､地域貢献ができていないoまた教員評 公 50代 社会科学
価制度では､処遇もマイナス(給与削減)となっているo大学運営そのものに問題があり､研究.敬 上⊥大早育業務も､ベンチャー の運営(地域貢献)も､やる気を失わざるを得ないO
3 大学の風土として論文-の評価が高く､起業や特許については評価がほとんどない○ 国立大 工学4 大学からの教員としての評価がベンチャー 活動では得られないことo
(9)組織形態




























No チャー活動や産学連携活動等に対する業績評価に対する要望､意見 所属 =3='.i. 区分
1 活動に対する評価は得られておらず､期待していない○ 国立大学 50代 その
2 業績評価方法を含めて､組貞盛として効里的な評価をできる人が想定出来ないので､要望 工学も出しようがない○評価軸の中でも将来性を検討する項目を考えていないo
3 産学連携を掲げる割にはベンチャー 活動など業績評価されていないo 農学
4 大学発ベンチヤ-は学内ではそれなりの支援体制は整備されているが､産直蛙度日. 60代
5 ベンチャー 活動を含む各種の産学連携活動は､本来の職務にあたらないと思われ､多く 保健
の基礎系教授には興味が無く､他人の評価もしないo 以上
6 産学連携としてベンチャー 活動を開始したが､大学が全くこの業績について評価をしてい 公立大
ない○
7 自治体や地方経済産業局､大学からは直接.間接な支援を受けているが､大学内でベン 50代 工学
チャー の実例が少ないため､肝心な大学での評価はあまり高くないように思う○大学が､ 早
研究成果の社会的還元や産業の育成を真剣に考えているとは思えないo
8 ベンチャー 活動に関する評価は勤務先から(受けているとは感じ)ないが､県などからは 育 60代
補助金等を受けているため､評価してもらっていると思うo 専 以上







No チャー活動や産学連携活動等に対する業績評価に対する要望､意見 所属 年齢 区分
1 論文執筆数のみ評価基準とせず､介董活動によって生まれる効里を広い視点での社会 独 50代 保健
育献としてとらえ_評価してほしいo 法
2 ベンチャー 活動､企業との共同研究実績､発明件数､ライセンス実績､公的資金全般の 国 工学
獲得状況などすべての項目について､大いに評価されているが､学術論文に対して比事 ユ⊥大早がまだ小さいので_相対的に対等な評価を望む○














5 これまでの評価は､起業したことと､その知名度(話題性)だけの評価に偏っていた○並 国立大学 農学
親藩晶_藁上塘_雇用 大ー学の活性化_地域の清作化などの数量を評価Lて欲しい○こ
れらをアピールする機会が少ない○
6 ベンチャー 活動が地域青献.社会青献_研47.の活性化_学生への教育(インター ンシップ 30代 その他の揚)など_多くの育献につながっているところを_もつと評価して丁百きたい○
7 ベンチャー 活動には､宴際におこなった人_店豆百公闇や弄り上げやある-定の妥結出し 臥立大早 40代 社会科学た人に_ある籍唐のモチベーション維持をする必要がある.やった事がない人が多すぎて､役に立たない個人的な意見を押しつけて困るo





9 研究シーズを社会に還元する方法のひとつとしてベンチャー があると思うが､さと壬生= 30代像や評価軸は非党に画一化されているように感じられる○株式公開や知財マネジメント､ベンチャー 活動､企業との共同研究､発明件数等々はあくまでも目的を達成するための
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③インセンティブの付与
No チャー活動や産学連携活動等に対する業績評価に対する要望､意見 ･J1,F=. 年齢 学位
1 ベンチャー 活動や産学連携活動をしたからといって､圭結評価されて給与があがるわけ 私立 30代 社会
王は左上三〇職員も同様oリスクをとってまでやりたくないという同僚が多い○ 大早 科学




～■● チャー活動や産学連携活動等に対する業績評価に対する要望､意見 ･1,FIT. 年齢 区分
1 今のところ､大学ベンチャーは比較的自由に活動ができるo今後､業績評価に縛られな 私 50代 工学
いようにするほうが良いo 立大早
2 展開している分野は大変多くのニーズがあり､他からの業績評価は全く気にならないo 60代以上

































No 比重の置き方についての意見(活動比重) 所属 iす.:完, 学位区分
1 起業したことで_未来の教育.研究活動を行う暗闇が不足しているoその結果､1日の組長勝間化や休Ejでの仕事が増え続け､通常の生活が送れなくなっている○これを是正するために 私 ヰo代 保健
は､早期の事業譲渡を考える他なくなっている○(ベンチャー 活動 実際30%⇒理想15%) 立大早
2 (大学と会社双方で)責任のある仕事で長盛風盟血している○他人の160%働いている○ 工学
(活動の比重不明)
3 将圭片手の1営li北黛に巌しいものがある○8年程前に韓国のベン千ヤ-企業の関係者から聞い 不明 60代以上
た話では､ベンチャー 経営者の授業は免除され､運営に専念されているようであった.(ベンチャー
活動 実際10%⇒理想40%)
4 実際には通常の教員の約2.5倍働いているから大学も企業活動も実現しているo 国 保健
(ベンチャー 活動 実際40%⇒理想10%)
5 大学で兼業で許可されている孟蓋塵阻止､週末だけに限る等の制約があり､全社経営にはjE現 50代 工学
















9 当大学でベンチヤ-は特許を出願し､ライセンス契約を行うまででそれ以上は晴間的に無輝である.他の大学でも同じであろう○新 い技術をサポートする株制(人的_着金的)を充妾させる必事があるo支援体制を確立しないと最初は欧米に勝っていても直ぐに追い越されてしまう○研究者に 私立大 保健
全てを負担させて欧米のチームに勝てる訳は無いと思う○(活動の比重不明) 早
10 教育活動の比事が大きいので思うように(ベンチヤ-の)研究開発がすすまない. 高 工学
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②今後さらにベンチャー 活動に集中したい
～l● 比重の置き方についての意見(活動比重) 所属 =af.?, EJ
1 ベンチャー 介圭の業務と研費活動に集中L 両立を果たしたい.(ベンチャー 活動 実際20%⇒理想40%) 国立 60代以上 工学
2 産業界に参加し､収益を得ることを考えれば､教育_研究活動を削減してでもベンチャー の事業活
動によL)主食すべきである○(ベンチヤ-活動 実際30%⇒理想50%) 大早
3 ベンチャー ビジネスに係わる晴間がもう少しとれると良いと思う. 50代(ベンチャー 活動 実際10%⇒理想25%)
4 今後少しずつベンチャー 沃軌 こあてる晴間を増やLていけTIらと考えている○ 臥 60代





(ベンチャー 活動 実際25%⇒理想40%) 早
6 ベンチヤ-で産業貢献.社会貢献,国際貢献できるようになったら､大学での教育や子の仙撫関内
③理想的なバランスで活動できている
～■● 比重の置き方についての意見(活動比重) 所属 三ヨ-;_J,A 区分
1 比重の置き方は､これまで試行錯誤した結果､里盟に近吐出 に落ち着いている､と感じているo 国立 30代 その他
(実際の比重はベンチャー 活動､企業連携各10%､研究活動､教育活動各30%､その他20%)
2 理類とする活動をするために 起業した 実現できているので とても幸せである
′tゝヽ ′ -. ､-ヽ 一〇 〇(ベンチヤ-活動 実際､理想とも30%) 大学 工学
3 ｢実際の活動の比重｣と｢理想とする活動の比重｣にそれほど差がなかつたと思うo 60代
④ベンチャー 活動と教育･研究活動との連動を目指す
fLf:盟 禦 王､.聖 二 望 聖kFIT^f_Liミミ聖禦 雪空禦 ･.i.曇 羊院,S:､竺 の聖 霊1 育により時間を割きたいと思っている｡大学の業務は最低限にさせていただきたい｡(ベンチャー 活
動 実際､理想とも40%)
2 ベンチャー の経験を教育の分野に生かしたい｡(ベンチャー 活動 実際､理想とも20%)












No 比重の置き方についての意見(活動比重) yJTE_ 三言二.J-, F:J
1 その他機関内外の圭務が_祈年増加している.各種外部資金獲得の厳しさによる卓違暮温灸王 公 50代 理学
玉の必要性､さらによい報告霊を作るための工夫の必要性､組換え実検､動物実族など､盟姐
化にともなう各挿幸一陸中謙暮類の厳格化と増加により_これらEt)隷暮転に対応する圭務割合が大 立大皇地 _
同時に､それらの申請暮類を婁香する側としての晴間の割合も増えることとなった.(ベンチャー 活動 実際10%⇒理想20%;その他業務 実際40%⇒理想10%) 早
2 いわゆる雑務といわれる業務の比率を下げたい. 独 保健(ベンチャー 活動 実際､理想とも10%;その他業務 実際50%⇒理想5%) 法









(ベンチャー 活動 実際5%⇒理想10%;その他業務 実際30%⇒理想11%) 学
6 現行では雑務や会議に終われる晴間が多く研費.活動や教育活動への晴Filが漉J少している. ヰo代 農学
⑥その他要望
No 比重の置き方についての意見(活動比重) yJTE- -昔'.A-. 学 位区分
1 地域共同研究センター では企業､地域との連携がかなりストレスであり､この辺の評価､待遇はか 国 50代 工学
なり低い○しかも教鞍鼻の任期が短いため継続性が問われていると思う○◆ヽ ^
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3 ※ 販売実績を作るまでが大変であるので､そこまでの支援がほしい その他サービス
4 *研究開発の補助金は豊富にあるが､事業を軌道に奏せるための補助金があると尚よ その他製造
いo

























































































1 現在の補助金制度は必要経費の2/3補助などのように､当初(又は補助金事業期間中 医薬サービスを含む)会社での運転資金が必要であり､ベンチャー では弱小体質のためその対応に
苦慮しているo全額補助や_先払いのシステムはとれないだろうかo
2 補助金に､ある割合分の自己投資が必要だが_金融機BElが金を貸してくれないo 技術


































































































































































































･ ※窒濫 造 莞 慧 補助金が乱立しており､情報を調べるだけで晴間がかかる∩申請が 情報通信
2 写譜 芝蒜三詫 ㍍ 要援の補助金の情報が得にくいので､ポータルサイトやメ-リン
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④ 補助 金 等の 獲得
(∋業種別の平均値
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1 バイオ系ベンチャー は､研究開発期間が長く_ラボの長期的な維持一研究開発資金の 技術確保等に苦労しており､VC等の投資が促進されることが望まれるo産業革新機構等
バイオ系のベンチャー を支援する制度がなくなれば､今までの投資が無駄になる可能 サービス
性が書く_今後も継続的な競争的研究資金のサポート体制が必要と思われるo



















































1 ※ ライフサイエンス系ではL創薬にのみ重点が置かれている0割薬ビジネスは-柱千金を求める投資家からの資金調達で充分ではないかoむしろ､創 でない分野､特に製 情報通信
品開発への支援にシフトすべきである○
































































































































8 ※ 金融機関のベンチャー に対する理解が深まるよう_あるいは資金調達がvc以外の金 医薬サービス融機関からも可能になるようなバックアップが欲しいoこれがないとベンチャー は途中で挫折せざるを得なくなるo




















1 ※ 金融機関等からの融資枠が拡大しないと研究開発型ベンチャー の存続は難しい○ その他製造
2;経営者の個人保吉TFによる銀行融資では_曹金調達に限界があるので､もつとゆるい条件でのセーフティネットをはってほしい○


























No ･ ベンチャー活動に関する課題や要望等 業種




























































No ベンチャー活動に関する課題や要望等 業種 関連:▲:






































～■● ベンチャー活動に関する課題や要望等 業種 J∴二▲:






4 ｢大学発ベンチャー｣であるおかげで､知名度の無い介菱でも対等に顧客と商談できると地 巨はあるが､大学全体のバックアップはあまりないo今後検討してほしい○ その他製造
5 ※ ベンチャー企業単独では､信用度等が低いため大学と組むことによる信用唐アップは 技術サービス 私韮呈上⊆∠｣上止 があったoただ､大学側からの研gP.開発曹用の援助及び運転資金の援 立
助をもう少し積極的に行ってほしい○また､そういう制度を大学内でつくってほしい○ 大
6 所属機闇から営業活動の制限を受けることはあつても_資金援助は全 ない○このよう 情報通信 独法
な状況であれば日本のベンチャーが短命で､起業件数が減少するのはやむを得ない○



























No ベンチャー活動に関する課愚や要望等 業種 主1_jF:=大学
1 ライフサイエンス分野では､国立大学法人や独立行政法人が社会貢献活動として安 その他製造 私立価で様々な技術サービスを社会に提供しているoこれにベンチャー は太刀打ちできない○国による大学等への支援は､ベンチャー の経営の圧迫につながっている○ 大








究成果とベンチャー 企業としての事業開発には一線を画すべきであろうと考える○大学が優先権を主張するのであれば そーの出身大学がもつとベンチャー 企業を資金的に
④大学等との連携による補助金等の獲得
No ベンチャー活軌 こ蘭する課農や要望等 業種 =li1ヒ▲









No ベンチャー活動に関する課題や要望等 業種 関連大学









～■● ベンチャー活動に関する課題や要望等 業種 関連大学




3 大学からは部屋の利用に関して有償で便宜を図ってもらっているが､これ以外にはあ 技術サービス 国
まり支援を受けていない○株主の多くが教職員等なので｢利益相反lをいわれ_直接 立大(大学に)納品できな 場合が多い(これが最も苦になる○
4 大学からの資金的な援助_または_研費設備やインフラなどの援助が必要であると痛 公立大感するo





























































































































































































































































































1 設立されたベンチャー に対して事業化するまでフォロー を弓毒力にするべきであるo その他製造












8 国が技術開発型ベンチャー のために､補助金をもつともつと増やしてほしい∩資金さえ その他製造
あれば大企業以上に成長し､日本の新陳代謝を促進できるのにと残念な思いをしている○







15 ア-リー ステージのベンチャー をサポートする制度を希望する○大学シーズの起業やある程度進んだステージのベンチャー の研究を支援する制度はあるが､その間のベン
チャーを支援する制度はあまりない(あつたとしても使いにくい)と思うo







































4*話題性､可能性だけでなく､継続的に商品､社員､売上が伸びている企業の例を発表 その他製造して国民､大学を元気にする理想の｢大学発ベンチャー ｣を育成して欲しいo当社は創業11年目になるので､そろそろベンチャー から脱皮したいo
5 現在は販売が主な業務であるが､ゆくゆくは研究開発にも取り組みたいo海外展開も その他検討しているo




































































































































(2)設立年月 西暦( )年( )月
(これまで組織名称等の変更がある場合､最初の設立年月をご記入ください)
(3)連絡先住所 〒( )-( )
(4)本社所在地都道府県 ((3)連絡先住所と異なる場合のみご記入ください)
(5)従業員数役員含む)※勤務日数に関わらず､雇用関係のある人数でご回答ください○小数点以下のご 常勤(正社員) 非常勤(パート､アドバイザー等) 計
設立時( )名 設立時( )名 ( )名
現荏 ( )名主うち研究開発に係る 現荏 ( )名 ( )名
⇒うち研究開発に係る従 ( )名記入はできません○ 従業員 業負数
( )名 ( )名













科学技術分野 1.ライフサイエンス 2.情報通信 3.環境 4.ナノテク.材料
※ご回答必須でお願 5.エネルギ- 6.ものづくり技術 7.社会基盤
いしますo 8.フロンティア(宇宙開発､海洋開発) 9.その他

















3.大学学部4 修士課程5 博 後期課程 3.卒業/修了
学位区分/専門分野(最も該当するものひとつ選択)







機関､企業 勤務経験のある職種 直前の役職(直前の勤務先が民間企業の方 み)
選択肢 1.大早等 1.研究 1.社長.会長クラス





(従業員20名以下)5.その他( ) 6,その他( )
























































まだ実施していない/途上である すでに達成済み全く検討して あまり検討し どちらともしヽ 少し検討して 強く検討して
いない ていない えない いる いる
1.株式公開 1 2 3 4 5 6
2.企業売却(全事業譲渡) 1 2 3 4 5 -
3.一部事業の譲渡 1 2 3 4 5 6
4.解散 1 2 3 4 5 -







(丑大学等の種類と名称ひとつ選択し､名称を記入してください) 1. 国立大学法人 個別名称をご記入ください
2.公立大学 大学等名称


















連携で期待すること上位 3項目 期待する項目に対する満足度非常に不満 やや不満 普通 やや満足 非常に満足
1位( ) ⇒ 1 2 3 4 5























1.常勤(任期なし)2 付)3非常勤4 雇用関係なし 1.兼業あり 1.教授 /同等の研究職員2 准(準)教授.助教授 /同等の研究職員3講師.助教t助手 /同等の研究職員






























1.人文科学 2.社会科学 3.理学 4.工学 5.農学 6.保健(医歯薬学)7.その他(家
政､教育､体育､芸術等)












全く経験 あまり経 どちらとも 少し経験 非常に経
がなかつた 簾がなかった いえない があった 験があった
1.他のベンチャー での活動 1 2 3 4 5
2.企業との共同研究 1 2 3 4 5
(7)貴社に最も関係する大学等の方の貴社での勤務時間は､現在週当たりでおよそ何時間です
か｡














全く効果 あまり効 どちらとも 少し効果 非常に効
を感じていない 黒を感じていない いえない を感じている 黒を感 じている
1.社会ニーズの把握､社会との接点の増加 1 2 3 4 5
2.知財の権利意識の向上/特許出願に関わる機会の増加 1 2 3 4 5









全く評価され あまり評価さ どちらともい それなりに評 非常に評価さ
ていない れていない えない 価されている れている
1_ベンチャー 活動 1 2 3 4 5
2.企業との共同研究実績 1 2 3 4 5
3.発明件数 1 2 3 4 5







1.貴社に係る活動 ( )% ( )%
2.貴社以外との企業との連携に係る活動 ( )% ( )%
3.アカデミックな研究活動(1､2以外) ( )% ( )%
4.教育活動 ( )% ( )%
5.その他機関内の業務 ( )% ( )%






































全く重要でな あまり重要で 普通 やや重要で 非常に重要しヽ ない ある である






1.特許の出願(国内外を問わない) 経験あり / 経験なし
2.海外-の出願 経験あり / 経験なし









































項目 直近 1年間の金額 前年度比での増減
(0円の場合も記入してください) (いずれかに○)
売上高 ( )円 1.増えている2 減っ3 変化なし
経常利益 (プラス.マイナスをご記入ください)( )円 1.増えている2 減っ3 変化なし





非常に難しく やや難しくな 変わらない やや容易に 非常に容易
なった つた なった になった
1.金融機関による融資 1 2 3 4 5
2.金融機関や事業会社からの出資 1 2 3 4 5
3.株式公開 1 2 3 4 5
4.補助金等の獲得 1 2 3 4 5
5.販路開拓 1 2 3 4 5
6.人材確保 1 2 3 4 5
(2)現在の貴社での資金の充足状況をお訊ねします｡下記に示す資金について十分確保できて
いますか｡それぞれ最も該当する数字をひとつ選択してください｡
必要としている 必要としていない全く確保でき あまり確保でき 普通 やや確保でき 十分確保できて
ていない ていない ている いる
研究開発責 1 2 3 4 5 6




















久野 譜也 氏(2010年 2月25日)
･代表取締役会長/筑波大学大学院博士課程前期
登 大遊 氏(2010年 3月18日)
･代表取締役社長 大野 忠夫 氏
･社外取締役･筑波大学 人間総合科学研究科





次長 マネージャー (兼)同社取締役 関戸 智好氏)
(･近畿大学総務部長 田中栄二氏)
(ともに2010年 3月2日)
t取緒役/近畿大学 理事･教授 熊井英水 氏
･取締役/近畿大学水産研究所 所長t教授 村田 修
氏(ともに2010年 3月9日)
･東北大学原子分子材料科学高等研究機構 教授 江
刺 正喜 氏(2010年 3月 15日)











































































部 リサーチ 1課 遠藤倫代ほか)が担当した｡
担当(調査票設計､実施､分析､報告書執筆)
小倉 都 文部科学省科学技術政策研究所 第3調査研究グループ 上席研究官
調査補助
小島 和歌子 文部科学省科学技術政策研究所 第 3調査研究グループ 事務補助員
(2010年 3月まで)
大学等発ベンチャー 調査 2010
-2010年大学等発ベンチャーへのアンケートとインタビューに基づいて-
2011年 5月
問い合わせ先
文部科学省科学技術政策研究所 第 3調査研究グループ
〒100-0013東京都千代田区霞が関3-2-2中央合同庁舎第 7号館東館 16階
TEL:03-3581-2419 FAX:03-350313996
htp:/vw .nistep.goJP
